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 図のように，面積が 8cm2の直角二等辺三角形ＡＢＣと辺ＡＢ，ＢＣ，ＣＡを直径とする 3 つの半円が

あります。このとき，斜線部分の面積は   cm2です。ただし，円周率を 3.14とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021就実中学校（ハイグレード算数）大問 2⑹ 
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【解答】 

 8cm2 

【解説】 

 まず，辺ＡＢと辺ＡＣを直径とする 2つの小

さな半円の面積を求めます。 

 直角二等辺三角形ＡＢＣと同じ大きさの直

角二等辺三角形ＢＤＣを図のようにつけると，

正方形ＡＢＤＣができます。このとき，正方形

ＡＢＤＣの面積は（8×2＝）16cm2となります。 

よって，ＡＢ＝ＡＣ＝4cmとなるので，2つの小

さな半円の面積の和は， 

2×2×3.14×
 1 

 2 
 ×2＝12.56〔cm2〕です。 

 次に，辺ＢＣを直径とする大きな半円の面積を求めます。 

 この大きな半円の半径を□cmとすると，その面積は，□×□×3.14×
 1 

 2 
 とおけます。 

この□×□は，右の図で三角形ＡＥＣの面積

の 2倍の面積と等しく，また，三角形ＡＢＣの

面積とも等しくなっています。 

 よって，□×□＝8となるので，大きな半円の

面積は，8×3.14×
 1 

 2 
 ＝12.56〔cm2〕なので，赤

い斜線部分の面積は（12.56－8＝）4.56cm2です。 

 以上より，斜線部分の面積の合計は， 

（12.56－4.56＝）8cm2となります。 

 

※実はこのタイプの問題のように，直角三角形の 3

つの辺を直径とする 3 つの半円をかいたとき，斜

線部分の面積は直角三角形ＡＢＣの面積と必ず等

しくなります。これは，辺ＡＢと辺ＡＣを直径とす

る 2 つの半円の面積の和と，辺ＢＣを直径とする

半円の面積が等しくなるからです。 
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